
謹啓
　菊花の候、貴殿におかれましては、ますますご隆盛の段、大慶に存じます。

　さて、このたび貴殿におかれましては○○○○○章を叙勲なされたとのこと、誠におめでたく、謹んでお慶び申し上げます。新聞紙面によりますと、長きにわたり○○業の発展と社会貢献にご尽力されたご功労が明記されており、深く敬服いたすばかりでございます。

　これまでのご功績が、叙勲の栄誉として認められましたことは、私どもにとりましても大きな喜びと誇りであります。今後ともご壮健で更なるご尽力をくださいますよう切にお祈り申し上げます。

　まずは、略儀ながら書面をもちまして、ご祝詞のご挨拶を申し上げます。
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